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安　

藤　
　
　

聡

　

メ
ア
リ
ー
・
ノ
ー
ト
ン
（
一
九
〇
三
〜
九
二
）
の
『
床
下
の
小
人
た

ち
』（
一
九
五
二
）
及
び
そ
の
続
編
の
一
部
を
ア
ニ
メ
イ
シ
ョ
ン
化
し

た
ジ
ブ
リ
映
画
『
借
り
ぐ
ら
し
の
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
』（
米
林
宏
昌
監
督
、

二
〇
一
〇
）
は
、
設
定
を
大
き
く
変
更
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原

作
の
重
要
な
主
題
の
少
な
く
と
も
一
つ
を
損
な
わ
ず
に
表
現
し
て
い
る
と

言
え
る
。
ノ
ー
ト
ン
に
よ
る
原
作
は
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
州
の
古
い

屋
敷
と
そ
の
周
辺
を
背
景
と
し
て
、
物
語
は
二
十
世
紀
初
頭
に
設
定
さ
れ

て
い
る
の
に
対
し
て
、
米
林
に
よ
る
映
画
は
同
時
代
（
二
十
一
世
紀
初

頭
）
の
東
京
西
郊
の
雑
木
林
に
囲
ま
れ
た
古
い
屋
敷
と
そ
の
庭
を
舞
台
と

す
る
。
だ
が
い
ず
れ
の
作
品
に
お
い
て
も
、
変
わ
り
行
く
時
代
に
翻
弄
さ

れ
る
弱
者
（
滅
び
行
く
者
た
ち
）
の
逆
境
と
そ
の
生
存
の
た
め
の
格
闘
と

い
う
主
題
は
遺
憾
な
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
の
こ
と
を
、
原

作
と
映
画
の
共
通
点
と
相
違
点
を
比
較
し
つ
つ
確
認
し
た
い
。

一　

ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
の
田
園
と
武
蔵
野
の
雑
木
林

　
『
床
下
の
小
人
た
ち
』
及
び
そ
の
続
編
の
舞
台
は
ロ
ン
ド
ン
の
北
西
約

七
十
キ
ロ
に
位
置
す
る
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
州
の
市
場
町
レ
イ
ト

ン
・
バ
ザ
ー
ド
の
郊
外
に
あ
る
屋
敷
と
そ
の
周
辺
の
田
園
で
あ
る
。
ロ
ン

ド
ン
で
生
ま
れ
た
ノ
ー
ト
ン
（
旧
姓
ピ
ア
ソ
ン
）
は
レ
イ
ト
ン
・
バ
ザ
ー

ド
の
屋
敷
で
幼
年
時
代
を
過
ご
し
た
。
こ
の
屋
敷
〈
ザ
・
シ
ー
ダ
ー
〉
は
、

物
語
中
の
屋
敷
〈
フ
ァ
ー
バ
ン
ク
・
ホ
ー
ル
〉
と
は
違
っ
て
、
田
園
地
帯

で
は
な
く
町
の
ハ
イ
・
ス
ト
リ
ー
ト
の
突
端
に
あ
り
、
現
在
は
学
校
の
校

 

―
不
安
な
時
代
を
生
き
る「
滅
び
行
く
者
た
ち
」

『
床
下
の
小
人
た
ち
』と『
借
り
ぐ
ら
し
の
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
』
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舎
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
（
フ
ァ
ー
バ
ン
ク
・
ホ
ー
ル
も
第
二
巻
冒
頭
で

は
学
校
に
な
っ
て
い
る
）
が
、
い
ず
れ
も
初
期
ジ
ョ
ー
ジ
ア
ン
様
式
で
あ

る
点
は
共
通
し
て
い
て
、
周
辺
の
田
園
風
景
も
含
め
て
、
作
者
の
幼
年
時

代
の
記
憶
を
基
に
物
語
世
界
が
創
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

例
え
ば
同
時
代
の
『
グ
リ
ー
ン
・
ノ
ウ
の
子
供
た
ち
』（
一
九
五
四
）、

『
ト
ム
は
真
夜
中
の
庭
で
』（
一
九
五
八
）、
あ
る
い
は
『
思
い
出
の
マ
ー

ニ
ー
』（
一
九
六
七
）
と
い
っ
た
作
品
と
比
べ
る
と
、
土
地
の
「
特
殊
性
」

と
物
語
の
関
係
が
『
床
下
の
小
人
た
ち
』
シ
リ
ー
ズ
は
希
薄
で
あ
る
。『
グ

リ
ー
ン
・
ノ
ウ
』
の
ウ
ー
ズ
河
畔
、『
ト
ム
』
の
キ
ャ
ム
川
と
グ
レ
イ
ト
・

ウ
ー
ズ
川
及
び
イ
ー
リ
ー
大
聖
堂
、『
マ
ー
ニ
ー
』
に
お
け
る
ノ
ー
フ
ォ

ー
ク
州
北
部
の
入
江
な
ど
、
同
時
代
の
名
作
（
さ
ら
に
言
え
ば
英
国
文
学

の
名
作
）
に
は
そ
の
土
地
で
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
種
類
の
作
品
が
多

い
。
そ
の
点
で
『
床
下
の
小
人
た
ち
』
は
、
屋
敷
と
そ
の
庭
の
他
に
生
垣

や
小
川
、
あ
る
い
は
ア
ナ
グ
マ
の
巣
と
い
っ
た
要
素
が
重
要
な
意
味
を
持

つ
が
、
こ
れ
ら
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
（
特
に
南
部
）
の
田
園
な
ら
ど
こ
に
で

も
あ
り
得
る
も
の
で
、
こ
の
作
品
は
同
時
代
の
他
の
名
作
と
比
べ
て
土
地

の
特
殊
性
と
の
結
び
付
き
が
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
い
。
だ
が
こ
の
場
合
逆
に
、

作
者
の
幼
年
時
代
の
記
憶
に
あ
る
風
景
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
南
部
の
至
る
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
る
田
園
風
景
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
、
重
要
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。
作
者
に
と
っ
て
も
（
本
国
の
）
読
者

に
と
っ
て
も
現
実
世
界
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
り
得
る
「
現
実
的
な
」
背

景
に
、
小
人
と
い
う
「
非
現
実
」
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る

「
現
実
と
非
現
実
の
対
照
を
伴
っ
た
並
置
」
は
、
例
え
ば
『
ラ
イ
オ
ン
と

魔
女
』
に
お
け
る
「
雪
の
森
に
傘
と
包
み
を
持
っ
て
佇
む
フ
ォ
ー
ン
」
や

『
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
』
シ
リ
ー
ズ
の
「
キ
ン
グ
ズ
・
ク
ロ
ス
駅
九
と
四
分

の
三
番
線
」
と
同
様
、
物
語
の
虚
構
世
界
の
独
特
の
雰
囲
気
を
創
り
上
げ
、

そ
こ
に
現
実
味
を
加
え
る
の
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
言
え
る
に
違
い

な
い
。
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
州
の
際
立
っ
た
特
徴
の
な
い
田
園
に
設

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
、
結
果
的
に
大
い
に
意
味
が
あ
る
と
言
え
る
。

　
『
借
り
ぐ
ら
し
の
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
』
の
舞
台
は
小
金
井
界
隈
と
思
し
き

（『
ジ
ブ
リ
の
教
科
書 

16
』
五
四
）
武
蔵
野
の
一
隅
で
あ
る
。
古
い
屋
敷

は
同
時
代
的
な
住
宅
街
の
外
れ
に
位
置
す
る
門
を
入
っ
て
、
武
蔵
野
ら
し

い
雑
木
林
を
抜
け
た
先
に
潜
ん
で
い
る
。
国
木
田
独
歩
は
「
武
蔵
野
」（
一

八
九
八
）
に
お
い
て
、
落
葉
広
葉
樹
の
雑
木
林
を
武
蔵
野
の
最
も
顕
著
な

特
色
と
し
て
挙
げ
て
い
て
（
独
歩
、
一
一
〜
一
三
）、
雑
木
林
と
起
伏
の

多
い
地
形
が
相
俟
っ
て
武
蔵
野
で
は
広
い
眺
望
が
容
易
に
得
ら
れ
な
い
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
（
同
、
一
九
〜
二
〇
）。
こ
の
二
つ
の
特
質
は
『
借
り

ぐ
ら
し
の
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
』
で
主
人
公
・
翔
が
滞
在
す
る
大
伯
母
の
屋
敷

の
「
特
殊
性
」
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
条
件
と
重
な
る
。
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
各
地
に
あ
り
そ
う
な
古
い
屋
敷
と
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
部
の
ど

こ
に
で
も
あ
り
そ
う
な
田
園
を
舞
台
と
す
る
原
作
と
は
対
照
的
に
、
二
十

一
世
紀
の
東
京
西
郊
の
住
宅
地
に
小
人
の
住
む
屋
敷
を
設
定
す
る
に
は
、

何
ら
か
の
形
で
周
囲
と
区
切
ら
れ
た
特
殊
な
「
聖
域
」
で
あ
る
必
要
が
あ

る
。
門
か
ら
屋
敷
ま
で
続
く
雑
木
林
と
そ
の
土
地
の
高
低
差
は
、
こ
の
屋

敷
と
庭
を
住
宅
街
と
い
う
同
時
代
の
現
実
世
界
か
ら
見
え
な
く
す
る
た
め

に
不
可
欠
な
条
件
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
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英
国
南
部
に
設
定
さ
れ
た
『
床
下
の
小
人
た
ち
』
を
映
画
化
す
る
に
当

た
っ
て
舞
台
を
日
本
に
移
し
た
理
由
は
、
昨
今
の
日
本
の
若
い
世
代
が
外

国
文
化
に
そ
れ
ほ
ど
憧
憬
も
関
心
も
持
た
な
い
ゆ
え
に
、
日
本
を
舞
台
に

し
な
け
れ
ば
多
く
の
来
客
が
望
め
な
い
こ
と
（『
ジ
ブ
リ
の
教
科
書
』
一
四

五
）
に
加
え
て
、
取
材
や
検
証
を
容
易
に
す
る
こ
と
（
同
、
一
四
六
）、
そ

し
て
外
国
よ
り
も
日
本
を
真
摯
に
描
く
べ
き
と
考
え
た
こ
と
（
同
、
二
九
、

一
五
七
）
で
あ
っ
た
。
小
金
井
界
隈
が
選
ば
れ
た
の
は
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ

の
所
在
地
で
あ
り
、
馴
染
み
の
あ
る
土
地
だ
か
ら
（
同
、
五
四
）
で
あ
る

が
、
こ
の
点
は
ノ
ー
ト
ン
が
レ
イ
ト
ン
・
バ
ザ
ー
ド
郊
外
を
舞
台
に
選
ん

だ
理
由
と
共
通
す
る
。
大
伯
母
の
屋
敷
の
敷
地
は
裏
側
が
切
り
立
っ
た
崖

に
な
っ
て
い
て
、
独
歩
の
指
摘
す
る
「
広
い
眺
望
が
得
ら
れ
な
い
」
と
い

う
特
徴
と
は
異
な
る
も
の
の
、
敷
地
側
か
ら
の
眺
望
が
あ
り
つ
つ
外
界
と

は
区
切
ら
れ
て
い
る
（
高
低
差
が
例
え
ば
西
洋
庭
園
に
お
け
る
「
ハ
ー
ハ
」

の
よ
う
な
機
能
を
持
つ
）
ゆ
え
に
、
非
現
実
的
聖
域
と
い
う
特
質
を
弥
が

上
に
も
強
調
す
る
立
地
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
英
国
の
屋
敷
で
あ
れ
ば
広

い
敷
地
に
よ
っ
て
外
界
か
ら
隔
離
さ
れ
て
い
る
上
に
周
辺
も
人
里
離
れ
た

田
園
な
の
で
、
十
分
に
俗
世
間
か
ら
孤
立
し
て
い
る
が
、
同
時
代
の
日
本

に
同
じ
よ
う
な
囲
わ
れ
た
聖
域
を
設
定
す
る
に
は
、
雑
木
林
や
高
低
差
な

ど
に
よ
っ
て
隔
離
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
屋
敷
と
そ
の
周

辺
の
雑
木
林
は
、
二
十
一
世
紀
の
東
京
西
郊
に
あ
っ
て
は
特
殊
な
聖
域
の

様
相
を
帯
び
る
が
、
過
去
（
数
十
年
前
）
の
日
本
の
都
市
郊
外
な
ら
普
通

に
あ
り
得
る
日
常
的
風
景
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

レ
イ
ト
ン
・
バ
ザ
ー
ド
は
首
都
圏
（hom

e counties

）
で
は
な
い
が
ロ

ン
ド
ン
中
心
部
か
ら
一
時
間
圏
内
で
あ
り
、
小
金
井
は
東
京
都
心
か
ら
三

十
分
圏
内
で
あ
る
。
何
ら
か
の
形
で
俗
界
と
隔
絶
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
、

い
ず
れ
も
特
に
辺
境
で
は
な
く
、
日
常
の
世
界
の
延
長
線
上
で
物
語
が
展

開
す
る
点
も
共
通
す
る
。
こ
の
こ
と
も
ま
た
、『
床
下
の
小
人
た
ち
』
と

『
借
り
ぐ
ら
し
の
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
』
の
虚
構
世
界
の
雰
囲
気
を
創
り
上
げ

る
の
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
田
園
は
本
物
の
自
然
で
は
な
く
人
間
の
手
で
作
り
変
え
ら
れ
た
「
半
自

然
」
で
あ
り
、
武
蔵
野
も
ま
た
独
歩
が
言
う
よ
う
に
自
然
と
人
間
の
生
活

が
入
り
組
ん
で
密
接
し
た
場
所
で
あ
る
（
独
歩
、
一
七
、
一
九
）。
借
り

ぐ
ら
し
の
小
人
は
人
間
の
存
在
が
な
け
れ
ば
そ
も
そ
も
生
存
で
き
ず
、
一

方
で
人
間
に
と
っ
て
最
も
快
適
な
理
想
郷
（locus am

oenus

）
は
適
度
な

自
然
と
文
明
の
均
衡
が
保
た
れ
た
「
半
自
然
」
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
古

代
ロ
ー
マ
の
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
や
ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
の
サ
ン
ナ
ッ
ザ
ー
ロ

と
シ
ド
ニ
ー
が
描
い
た
〈
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
〉
か
ら
、
十
九
世
紀
末
に
英
国

の
社
会
改
良
家
エ
ベ
ニ
ー
ザ
ー
・
ハ
ワ
ー
ド
が
提
唱
し
た
〈
田
園
都
市
〉

ま
で
、
理
想
的
な
住
環
境
の
多
く
は
自
然
と
文
明
、
田
園
と
都
市
の
中
庸

に
あ
る
。
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
の
田
園
と
武
蔵
野
は
い
ず
れ
も
、
と

り
あ
え
ず
こ
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
意
味

か
ら
も
、『
床
下
の
小
人
た
ち
』
を
日
本
に
置
き
換
え
て
『
借
り
ぐ
ら
し
の

ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
』
と
し
て
映
画
化
す
る
に
際
し
て
、
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
シ

ャ
ー
の
田
園
か
ら
武
蔵
野
へ
の
置
換
は
模
範
解
答
の
一
つ
と
言
え
る
に
違

い
な
い
。
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二　

語
り
の
構
造

　
『
床
下
の
小
人
た
ち
』
第
一
章
冒
頭
は
「
彼
ら
に
つ
い
て
、
最
初
に
私
に

話
し
て
く
れ
た
の
は
メ
イ
夫
人
だ
っ
た
。
い
や
、
私
に
で
は
な
い
。
私
で

あ
る
は
ず
が
な
い
。（
中
略
）
ケ
イ
ト
、
確
か
そ
ん
な
名
前
だ
っ
た
は
ず
だ
。

そ
う
だ
、
ケ
イ
ト
だ
」（N

orton, 9

）
と
い
う
語
り
手
の
述
懐
か
ら
始
ま

る
（「
彼
ら
」
は
小
人
た
ち
）。
メ
イ
夫
人
は
ケ
イ
ト
に
鉤
針
編
み
を
教
え

な
が
ら
、
大
伯
母
の
屋
敷
の
床
下
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
小
人
の
家
族
に

つ
い
て
語
る
。
だ
が
メ
イ
夫
人
も
小
人
を
見
た
わ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て

は
弟
か
ら
聞
い
た
話
に
過
ぎ
ず
、
弟
は
既
に
早
逝
し
て
久
し
く
、
し
か
も

信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
話
を
し
て
よ
く
人
を
担
ぐ
「
法
螺
吹
き
」（tease; 

Ibid., 11

）
で
あ
っ
た
と
い
う
。
メ
イ
夫
人
は
そ
れ
を
「
あ
り
得
な
い
話
」

で
あ
り
「
信
じ
過
ぎ
て
は
い
け
な
い
」
と
正
編
で
も
続
編
で
も
た
び
た
び

繰
り
返
し
（Ibid., 11, 114

〜115, 119, 258, 262
）、
小
人
の
実
在
を
め

ぐ
る
真
偽
は
（
特
に
最
初
の
三
巻
で
は
）
徹
底
的
に
曖
昧
化
さ
れ
る
。
こ

こ
に
は
少
な
く
と
も
三
人
、
実
質
的
に
は
四
人
の
語
り
手
が
介
在
し
て
い

て
、
最
初
の
語
り
手
（
メ
イ
夫
人
の
弟

―
物
語
中
で
は
名
前
な
し
）
は

面
白
が
っ
て
作
り
話
を
吹
聴
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
二
人
目
の
語
り

手
す
な
わ
ち
メ
イ
夫
人
は
そ
の
話
を
（
少
な
く
と
も
表
向
き
に
は
）
あ
ま

り
信
じ
て
い
な
い
と
い
う
姿
勢
を
崩
さ
ず
、
三
人
目
の
語
り
手
ケ
イ
ト
は

メ
イ
夫
人
か
ら
こ
の
話
を
聞
い
て
以
来
長
い
年
月
を
経
て
い
て
（
途
中
に

こ
の
話
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
時
期
も
あ
る

―Ibid. , 120

）、
し
か

も
の
ち
に
こ
の
話
を
自
分
の
子
供
に
語
っ
た
際
と
書
き
留
め
た
際
に
多
少

の
脚
色
を
加
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
、
四
人
目
の
語
り
手
が
認
め
て

い
る
（Ibid., 119

）。
さ
ら
に
言
え
ば
、
ケ
イ
ト
と
実
際
に
語
っ
て
い
る

四
人
目
の
語
り
手
と
の
関
係
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
第
二

巻
と
第
三
巻
は
ケ
イ
ト
が
「
五
州
一
の
大
噓
つ
き
」（Ibid. , 129

）
と
称
さ

れ
る
ト
ム
・
グ
ッ
ド
イ
ナ
フ
か
ら
聞
い
た
話
で
あ
る
（
こ
こ
で
言
う
「
五

州
」
は
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
州
に
隣
接
す
る
ノ
ー
サ
ン
プ
ト
ン
シ
ャ

ー
州
、
ケ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
シ
ャ
ー
州
、
ハ
ー
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
州
、
バ
ッ

キ
ン
ガ
ム
シ
ャ
ー
州
を
併
せ
た
総
称
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
メ
イ
夫
人
の
弟
、

メ
イ
夫
人
、
ケ
イ
ト
、
ト
ム
は
い
ず
れ
も
所
謂
「
信
頼
す
べ
か
ら
ざ
る
語

り
手
」（unreliable narrator

）
に
他
な
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
手
の
込
ん
だ
語
り
の
構
造
は
、
米
国
の
児
童
文
学
研
究
家

ジ
ョ
ン
・
Ｃ
・
ス
コ
ッ
ト
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
不
信
を
自
発
的
に
保
留
す

る
よ
う
読
者
に
促
す
た
め
で
あ
る
（Scott, 84

）。
小
説
の
冒
頭
で
語
り
手

が
「
聞
い
た
話
」（
あ
る
い
は
「
読
ん
だ
話
」）
と
称
し
て
導
入
部
分
だ
け
語

り
、
そ
こ
か
ら
別
な
語
り
手
が
本
編
を
語
り
始
め
る
と
い
う
構
造
は
、
例

え
ば
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
や
『
嵐
が
丘
』、
あ
る
い
は
『
タ
イ
ム
・

マ
シ
ー
ン
』
や
『
闇
の
奥
』
な
ど
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、
た
い
て
い
は
常

軌
を
逸
し
た
物
語
の
真
偽
の
判
断
を
一
旦
保
留
す
る
た
め
に
用
い
る
枠
組

で
あ
る
。『
床
下
の
小
人
た
ち
』
の
語
り
は
こ
の
枠
組
を
さ
ら
に
複
雑
化

し
た
も
の
で
あ
り
、
複
数
の
「
信
頼
す
べ
か
ら
ざ
る
語
り
手
」
に
よ
る
伝

聞
と
い
う
形
で
、
真
偽
の
判
断
を
棚
上
げ
す
る
こ
と
を
読
者
は
余
儀
な
く

さ
れ
る
。

　
『
借
り
ぐ
ら
し
の
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
』
の
冒
頭
は
「
僕
は
あ
の
年
の
夏
、
母
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の
育
っ
た
古
い
屋
敷
で
一
週
間
だ
け
過
ご
し
た
」（0: 0: 18

）
と
い
う
主

人
公
の
語
り
で
始
ま
る
。
こ
の
主
人
公
は
、
原
作
の
メ
イ
夫
人
の
弟
に
相

当
す
る
少
年
・
翔
で
あ
る
。
映
画
に
は
メ
イ
夫
人
も
ケ
イ
ト
も
「
四
人
目

の
語
り
手
」
も
存
在
せ
ず
、
伝
聞
で
は
な
く
翔
が
直
接
経
験
す
る
小
人
た

ち
と
の
出
会
い
と
別
れ
が
物
語
の
中
心
を
な
し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
小

人
の
存
在
を
め
ぐ
る
真
偽
は
曖
昧
化
さ
れ
て
い
な
い
。
原
作
は
語
り
の

「
現
在
」
が
作
品
出
版
と
同
時
代
（
一
九
五
〇
年
代
）
で
、
そ
こ
で
語
ら

れ
る
物
語
は
第
一
次
世
界
大
戦
で
戦
死
し
た
弟
の
幼
年
時
代
で
あ
る
ゆ

え
、
一
九
〇
〇
年
代
（
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
時
代
）
と
推
測
で
き
る

―
後

の
巻
に
は
年
号
が
明
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
逆
算
す
る

と
第
一
巻
は
一
九
〇
六
年
頃
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
つ
い
で
な
が
ら
、
第

一
巻
か
ら
第
五
巻
ま
で
が
設
定
さ
れ
て
い
る
時
代
は
、
ノ
ー
ト
ン
が
レ
イ

ト
ン
・
バ
ザ
ー
ド
の
屋
敷
で
過
ご
し
た
時
期
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
）。
一
方
、

映
画
は
同
時
代
（
二
十
一
世
紀
初
頭
）
に
設
定
さ
れ
て
い
て
、
大
伯
母
の

車
は
当
時
と
し
て
も
や
や
古
い
型
で
あ
り
、
大
叔
母
の
屋
敷
は
完
全
に
時

間
の
流
れ
に
取
り
残
さ
れ
た
様
相
を
帯
び
て
い
る
が
、
冒
頭
の
屋
敷
に
向

か
う
場
面
の
背
景
は
、
ど
う
見
て
も
同
時
代
の
東
京
西
郊
の
街
並
み
に
他

な
ら
な
い
。
映
画
に
は
真
偽
判
定
を
保
留
す
る
た
め
の
伝
聞
と
い
う
段
階

が
存
在
せ
ず
、
あ
く
ま
で
も
小
人
の
実
在
は
事
実
で
あ
る
と
い
う
前
提
で

話
が
展
開
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
前
提
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
、
先
に
言

及
し
た
「
門
」
と
「
武
蔵
野
の
雑
木
林
」
と
い
う
、
同
時
代
の
東
京
西
郊
の

住
宅
街
と
小
人
の
存
在
を
「
あ
り
得
る
も
の
」
に
出
来
る
だ
け
の
「
異
界
」

と
を
区
切
る
「
境
界
」
が
、
必
要
不
可
欠
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

三　

三
つ
の
時
代
背
景

　

そ
う
い
う
わ
け
で
『
床
下
の
小
人
た
ち
』
に
は
、
作
品
が
書
か
れ
た
一

九
五
〇
年
代
と
物
語
の
舞
台
と
な
る
一
九
〇
〇
年
代
と
い
う
二
つ
の
時
代

背
景
が
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
は
『
小
人
た
ち
』
シ
リ
ー
ズ
の
他
に
も
『
ラ

イ
オ
ン
と
魔
女
』
に
始
ま
る
『
ナ
ル
ニ
ア
国
物
語
』、『
グ
リ
ー
ン
・
ノ
ウ
』

シ
リ
ー
ズ
、『
ト
ム
は
真
夜
中
の
庭
で
』、
あ
る
い
は
『
指
輪
物
語
』
な
ど
、

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
名
作
が
集
中
す
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
黄
金
時
代
で
あ
っ
た
。

批
評
家
・
伝
記
作
家
ハ
ン
フ
リ
ー
・
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
は
、
児
童
文
学
の

黄
金
時
代
を
論
じ
る
文
脈
で
、「
楽
観
的
な
社
会
は
優
れ
た
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
を
生
み
出
さ
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
」
と
言
う
（C

arpenter, 16

）。

一
九
〇
〇
年
代
も
ま
た
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
黄
金
時
代
で
あ
り
、
グ
レ
イ
ア
ム

の
『
柳
に
吹
く
風
（
た
の
し
い
川
べ
）』
や
キ
プ
リ
ン
グ
の
『
プ
ッ
ク
の
丘

の
パ
ッ
ク
』、
あ
る
い
は
バ
リ
ー
の
『
ピ
ー
タ
ー
・
パ
ン
』（
小
説
の
出
版

は
一
九
一
一
年
だ
が
初
演
は
一
九
〇
四
年
）
と
い
っ
た
名
作
が
書
か
れ
た
。

一
九
五
〇
年
代
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
文
学
興
隆
に
は
、
戦
後
の
物
理
的
精

神
的
荒
廃
や
冷
戦
に
加
え
て
、
植
民
地
の
相
次
ぐ
独
立
と
ス
エ
ズ
動
乱
に

よ
っ
て
決
定
的
と
な
っ
た
帝
国
の
終
焉
、
生
活
様
式
の
変
化
や
米
国
文
化

の
流
入
に
起
因
す
る
伝
統
の
喪
失
と
い
っ
た
「
悲
観
主
義
的
な
」
背
景
が

あ
っ
た
1
。
一
方
の
一
九
〇
〇
年
代
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
終
焉
や

世
紀
転
換
期
と
い
っ
た
時
代
の
分
水
嶺
に
特
有
の
未
来
に
対
す
る
悲
観
や
、

ボ
ー
ア
戦
争
を
き
っ
か
け
と
す
る
国
際
世
論
に
お
け
る
英
国
の
孤
立
と
大

英
帝
国
の
「
終
わ
り
の
始
ま
り
」、
ま
た
相
続
税
や
固
定
資
産
税
の
度
重
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な
る
増
税
に
始
ま
る
貴
族
・
地
主
階
級
の
没
落
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
カ

ン
ト
リ
ー
・
ハ
ウ
ス
文
化
の
衰
退
（
言
い
換
え
れ
ば
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
支
え
る
一
つ
の
ア
イ
コ
ン
の
喪
失
）、
さ
ら
に
は
第
一

次
世
界
大
戦
の
予
兆
と
な
る
不
安
定
な
世
界
情
勢
な
ど
、
一
見
す
る
と
束

の
間
の
平
和
を
謳
歌
し
た
「
古
き
良
き
時
代
」
と
思
わ
れ
が
ち
な
「
平
和

王
」
エ
ド
ワ
ー
ド
の
時
代
も
、
水
面
下
で
は
様
々
な
不
安
や
悲
観
主
義
に

囚
わ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
2
。
当
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
急

速
な
変
化
の
過
渡
期
に
あ
り
、
ノ
ー
ト
ン
は
当
時
そ
の
変
化
に
気
づ
い
て

い
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
作
品
執
筆
時
に
は
そ
れ
を
意
識
し
て
い
て
、

小
人
た
ち
の
頻
繁
な
転
居
に
そ
れ
が
反
映
さ
れ
て
い
る
、
と
ス
コ
ッ
ト
も

指
摘
す
る
（Scott, 2

）。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
九
〇
〇
年
代
も
一
九
五
〇

年
代
も
先
の
見
え
な
い
大
き
な
変
化
の
途
上
で
あ
っ
た
こ
と
が
共
通
し
て

い
る
。

　
『
借
り
ぐ
ら
し
の
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
』
の
背
景
と
な
る
二
十
一
世
紀
初
頭

も
ま
た
、
急
激
な
変
化
に
翻
弄
さ
れ
て
不
安
が
蔓
延
し
た
時
代
で
あ
っ

た

―
と
言
う
よ
り
も
、
二
十
世
紀
後
半
以
降
世
界
は
絶
え
ず
急
激
な

変
化
の
渦
中
に
あ
る
と
言
っ
た
方
が
適
切
か
も
知
れ
な
い
。
と
り
わ
け
二

〇
〇
〇
年
代
は
、
二
〇
〇
一
年
の
米
国
に
お
け
る
同
時
多
発
テ
ロ
に
始
ま

り
二
〇
〇
二
年
の
バ
リ
島
、
二
〇
〇
四
年
の
マ
ド
リ
ー
ド
、
二
〇
〇
五
年

の
ロ
ン
ド
ン
、
二
〇
〇
六
年
の
チ
ベ
ッ
ト
、
二
〇
〇
九
年
の
ウ
ル
ム
チ
な

ど
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
動
乱
が
絶
え
な
か
っ
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

不
安
定
な
世
界
情
勢
に
加
え
て
、
今
世
紀
初
頭
に
は
自
然
災
害
も
頻
発
し

た
（
二
〇
〇
一
年
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
と
イ
ン
ド
西
部
、
二
〇
〇
四
年
ス
マ

ト
ラ
島
、
二
〇
〇
五
年
パ
キ
ス
タ
ン
、
二
〇
〇
八
年
四
川
、
そ
し
て
二
〇

一
一
年
の
東
日
本
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
方
に
お
け

る
大
地
震
な
ど
）。
さ
ら
に
言
え
ば
、
通
信
機
器
や
情
報
機
器
の
急
速
な

「
進
化
」
や
普
及
も
あ
っ
て
、
前
世
紀
末
あ
た
り
か
ら
生
活
様
式
や
価
値

観
の
急
激
な
変
化
が
続
い
て
い
て
、
こ
の
時
代
を
生
き
る
私
た
ち
は
つ
ね

に
非
連
続
的
な
変
化
の
直
中
に
置
か
れ
て
い
る
。
日
常
生
活
の
利
便
性
が

向
上
す
る
の
は
結
構
だ
が
そ
の
代
償
は
様
々
な
局
面
に
お
い
て
必
ず
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
ま
た
生
活
様
式
や
価
値
観
が
絶
え
ず
変

化
し
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
つ
ね
に
先
の
見
え
な
い
状
況
に
あ
る
と

い
う
こ
と
に
他
な
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
変
化
の
背
後
に
は
漏
れ
な
く
漠
然

と
し
た
不
安
が
潜
ん
で
い
る
に
違
い
な
い
。

　
『
借
り
ぐ
ら
し
の
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
』
の
舞
台
と
な
る
東
京
西
郊
の
住
宅

街
に
代
表
さ
れ
る
日
本
の
都
市
近
郊
の
住
宅
地
は
、
一
九
六
〇
年
代
頃
か

ら
短
期
間
で
開
発
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
多
く
、
し
か
も
そ
の
初
期
の
家
屋
は

既
に
建
て
替
え
ら
れ
た
り
そ
の
周
辺
が
再
開
発
さ
れ
た
り
し
始
め
て
い
る
。

少
な
く
と
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
田
園
と
比
べ
た
ら
、
風
景
が
絶
え
ず
目
ま

ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
作
品
の
舞
台
を
こ
の
よ
う
な
場
所

に
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
安
定
な
情
勢
や
様
々
な
変
化
に
翻
弄
さ

れ
る
時
代
の
「
危
う
さ
」
が
さ
ら
に
強
調
さ
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

原
作
と
映
画
そ
れ
ぞ
れ
の
背
景
は
い
ず
れ
も
、
変
化
に
対
す
る
当
惑
や
先

の
見
え
な
い
漠
然
と
し
た
不
安
が
共
有
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
と
言
え
よ

う
。
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四　
「
滅
び
行
く
者
た
ち
」
の
生
き
づ
ら
さ

　

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
と
し
て
の
当
惑
や
不
安
は
、
小
人
と
少
年
双
方

の
存
在
の
危
う
さ
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
て
い
る
。
フ
ァ
ー
バ
ン
ク
・
ホ
ー

ル
で
は
か
つ
て
複
数
の
小
人
の
家
族
が
「
借
り
ぐ
ら
し
」
を
営
ん
で
い
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
人
間
に
「
見
ら
れ
た
」
こ
と
を
機
に
相
次
い
で
屋
敷
を
出

て
行
き
、
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
と
父
ポ
ッ
ド
、
母
ホ
ミ
リ
ー
の
三
人
か
ら
な
る

ク
ロ
ッ
ク
家
が
最
後
の
一
組
と
な
っ
た
。
小
人
の
世
界
に
は
男
が
「
借
り
」

に
出
て
女
が
家
を
守
る
と
い
う
伝
統
的
性
役
割
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
こ
の

家
族
に
は
男
児
が
不
在
な
上
に
、
五
十
代
後
半
の
ポ
ッ
ド
は
体
力
の
限
界

を
感
じ
始
め
て
い
て
、
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
が
借
り
に
出
な
け
れ
ば
早
晩
ク
ロ

ッ
ク
家
の
生
活
は
成
立
し
な
く
な
り
、
し
か
も
も
し
一
家
が
こ
の
ま
ま
床

下
に
住
み
続
け
て
い
た
ら
い
ず
れ
こ
の
家
系
は
途
絶
え
、
屋
敷
の
小
人
は

絶
滅
す
る
こ
と
に
な
る
。
原
作
で
は
両
親
（
特
に
ポ
ッ
ド
）
が
反
対
し
た

の
で
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
が
借
り
に
同
行
す
る
ま
で
に
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
一

方
で
、
映
画
で
は
伝
統
的
性
役
割
へ
の
言
及
が
な
く
、
翔
が
屋
敷
に
到
着

し
た
日
の
夜
に
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
が
初
め
て
ポ
ッ
ド
の
借
り
に
同
行
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
原
作
で
も
映
画
で
も
、
彼
ら
は
様
々

な
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
生
存
の
た
め
の
重
要
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

　

屋
敷
の
庭
で
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
が
「
少
年
」
と
初
め
て
対
峙
し
た
際
に
、

少
年
は
「
世
界
中
に
君
た
ち
以
外
の
小
人
が
い
る
と
は
思
え
な
い
」
と
言

い
、
叔
父
も
叔
母
も
従
兄
弟
た
ち
も
い
る
と
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
が
反
論
す
る

と
、
少
年
は
「
も
う
死
ん
で
い
る
に
決
ま
っ
て
る
」
と
「
勝
ち
誇
っ
た
よ

う
に
微
笑
み
な
が
ら
」
断
言
し
て
、「
君
は
一
番
若
い
の
だ
か
ら
、
い
ず

れ
最
後
の
一
人
に
な
る
」
と
付
け
加
え
る
（
五
八
）。
映
画
で
は
他
の
家
族

は
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
が
生
ま
れ
る
前
に
出
て
行
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、

彼
女
は
他
の
小
人
の
存
在
を
知
ら
な
い
。
映
画
の
庭
で
対
面
す
る
場
面
で

翔
は
「
で
も
そ
の
う
ち
君
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
だ
ろ
う
ね
（
…
…
）

君
た
ち
は
滅
び
行
く
種
族
な
ん
だ
よ
。（
…
…
）
美
し
い
種
族
た
ち
が
地

球
の
環
境
の
変
化
に
対
応
で
き
な
く
て
滅
ん
で
行
っ
た
。
残
酷
だ
け
ど
君

た
ち
も
そ
う
い
う
運
命
な
ん
だ
」（1: 00: 14

）
と
静
か
に
言
う
。
原
作
の

少
年
は
翔
よ
り
も
幼
く
ひ
ね
く
れ
た
性
格
で
あ
り
、
一
方
で
翔
は
こ
の
場

面
で
明
ら
か
に
自
分
の
生
存
に
対
す
る
不
安
と
小
人
の
運
命
を
重
ね
合
わ

せ
て
い
る
。
翔
は
心
臓
に
疾
患
が
あ
り
、
近
々
困
難
な
手
術
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
て
い
て
、
生
き
る
望
み
を
失
い
か
け
て
い
た
。
原
作
の
少
年
は

病
弱
な
上
に
（
家
庭
の
事
情
で
）
イ
ン
ド
に
住
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

就
学
が
遅
れ
て
読
み
書
き
も
出
来
ず
（
彼
が
ひ
ね
く
れ
た
法
螺
吹
き
に
な

っ
た
の
は
、
こ
の
こ
と
に
起
因
す
る
姉
に
対
す
る
劣
等
感
の
た
め
で
も
あ

っ
た

―
一
一
）、
彼
も
ま
た
自
分
の
将
来
を
悲
観
し
て
い
た
。

　

ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
ら
は
第
一
巻
で
は
フ
ァ
ー
バ
ン
ク
・
ホ
ー
ル
の
家
政
婦

ド
ラ
イ
ヴ
ァ
ー
夫
人
、
第
二
巻
と
第
三
巻
で
は
小
人
を
売
り
物
に
し
て
儲

け
よ
う
と
画
策
す
る
ジ
プ
シ
ー
の
「
マ
イ
ル
ド
・
ア
イ
」、
第
四
巻
と
第
五

巻
で
は
模
型
村
に
小
人
を
住
ま
わ
せ
て
商
売
し
よ
う
と
す
る
プ
ラ
タ
ー
夫

妻
な
ど
、
心
無
い
人
間
の
脅
威
に
晒
さ
れ
る
。
ス
コ
ッ
ト
は
ク
ロ
ッ
ク
家

が
直
面
す
る
危
険
と
度
重
な
る
転
居
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
ノ
ー
ト
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ン
自
身
が
経
験
し
た
危
機
、
不
安
、
居
場
所
喪
失
の
反
映
を
読
み
取
っ
て

い
る
（Scott, 8

）
が
、
こ
こ
で
は
作
者
の
個
人
的
経
験
だ
け
で
な
く
、
先

に
指
摘
し
た
二
つ
の
時
代
背
景
と
の
関
連
に
注
目
し
た
い
。
映
画
で
も
ド

ラ
イ
ヴ
ァ
ー
夫
人
に
相
当
す
る
家
政
婦
・
ハ
ル
が
、
ネ
ズ
ミ
駆
除
業
者
を

呼
ん
で
三
人
を
捕
獲
し
よ
う
と
す
る
。
映
画
で
は
他
に
巨
大
な
カ
ラ
ス
や
、

当
初
は
猫
も
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
に
と
っ
て
極
め
て
危
険
な
存
在
で
あ
っ
た
。

小
人
た
ち
は
ど
こ
に
行
っ
て
も
つ
ね
に
危
険
に
晒
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
小
人
た
ち
の
「
生
き
づ
ら
さ
」
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
背
景
の

反
映
で
も
あ
る
に
違
い
な
い
。
原
作
の
冒
頭
で
メ
イ
夫
人
が
語
っ
て
い
る

通
り
、
小
人
は
（
実
在
す
る
と
し
て
も
）
人
里
離
れ
た
古
い
静
か
な
屋
敷

に
し
か
住
め
な
い
の
で
あ
り
（N

orton, 13

）、
少
年
（
弟
）
が
預
け
ら
れ

て
い
た
大
伯
母
の
家
も
そ
う
い
う
「
奇
妙
な
古
い
屋
敷
」
で
あ
っ
た（Ibid ., 

12

）。
こ
の
よ
う
な
屋
敷
自
体
が
当
時
既
に
存
続
の
危
機
に
瀕
し
て
い
て
、

二
十
世
紀
前
半
す
な
わ
ち
こ
の
物
語
が
設
定
さ
れ
て
い
る
時
代
か
ら
こ
の

物
語
が
書
か
れ
た
時
代
に
か
け
て
、
英
国
で
は
少
な
か
ら
ぬ
数
の
古
い
由

緒
あ
る
屋
敷
が
売
却
さ
れ
た
り
取
り
壊
さ
れ
た
り
し
た
。
映
画
で
は
既
に

言
及
し
た
よ
う
に
、
同
時
代
の
武
蔵
野
の
片
隅
に
奇
跡
的
に
残
っ
た
あ
る

種
の
「
聖
域
」
で
小
人
た
ち
は
奇
し
く
も
生
存
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
場

合
に
も
、
変
化
に
翻
弄
さ
れ
る
「
滅
び
行
く
者
」
で
あ
る
小
人
は
、
屋
敷

を
出
て
行
か
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
な

る
と
小
人
は
、
過
去
か
ら
連
綿
と
続
く
も
の
の
近
年
で
は
危
機
に
瀕
し
て

い
る
「
伝
統
」、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
伝
統
の
真
価
を
理
解
し
て
残
そ

う
と
す
る
だ
け
の
心
の
余
裕
の
象
徴
で
も
あ
る
と
解
読
で
き
よ
う
。
こ
の

意
味
で
原
作
も
映
画
も
、
伝
統
を
軽
視
し
て
効
率
や
目
先
の
利
益
だ
け
を

追
求
し
て
価
値
あ
る
も
の
を
安
易
に
切
り
捨
て
て
行
く
同
時
代
文
化
に
対

す
る
、
痛
烈
な
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
に
違
な
い
。

五　

終
わ
ら
な
い
物
語

第
一
巻
『
床
下
の
小
人
た
ち
』
の
結
末
で
は
、
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
ら
の
そ

の
後
に
つ
い
て
は
何
も
語
ら
れ
な
い
。
ド
ラ
イ
ヴ
ァ
ー
夫
人
が
呼
び
寄
せ

た
ネ
ズ
ミ
駆
除
業
者
の
到
着
と
入
れ
違
い
に
、
少
年
は
屋
敷
を
去
っ
て
親

元
に
戻
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
し
た
が
っ
て
彼
は
三
人
の
小
人
が
無
事

に
逃
げ
延
び
た
の
か
否
か
を
（
少
な
く
と
も
こ
の
時
点
で
は
）
知
ら
な
い

し
、
メ
イ
夫
人
は
三
人
が
無
事
に
逃
げ
延
び
た
こ
と
に
は
言
及
し
て
い
る

が
、
そ
の
詳
細
は
こ
の
巻
の
最
終
章
で
は
語
ら
れ
な
い
。
こ
の
曖
昧
な
結

末
に
さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
か
の
よ
う
に
、
の
ち
に
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ

の
「
日
記
」
を
見
た
と
い
う
メ
イ
夫
人
が
、
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
の
筆
跡
と
弟

の
そ
れ
が
酷
似
し
て
い
る
こ
と
を
証
言
し
て
、
つ
ま
り
小
人
の
物
語
の
真

偽
を
さ
ら
に
曖
昧
化
し
て
、
第
一
巻
は
幕
を
降
ろ
す
。
こ
の
「
開
か
れ
た

結
末
」
は
、
続
編
が
書
か
れ
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
終
わ
り
方
で
も
あ
り

（
実
際
に
第
二
巻
が
三
年
後
に
出
版
さ
れ
て
い
る
）、
同
時
に
（
第
十
九
章

で
メ
イ
夫
人
が
明
言
し
て
い
る
通
り
）「
物
語
は
終
わ
ら
な
い
。
い
つ
ま

で
も
い
つ
ま
で
も
続
く
。
た
だ
あ
る
時
点
で
、
語
り
手
が
語
る
の
を
や
め

る
と
い
う
だ
け
の
こ
と
」（Ibid ., 102

）
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
た
終

わ
り
方
で
も
あ
る
。
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こ
の
「
物
語
は
終
わ
ら
な
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
実
証
す
る
よ
う

に
、『
床
下
の
小
人
た
ち
』
シ
リ
ー
ズ
は
い
ず
れ
の
巻
も
結
末
が
「
開
か
れ

た
」
ま
ま
終
わ
っ
て
い
る
。
第
二
巻
『
野
に
出
た
小
人
た
ち
』（
一
九
五
五
）

は
タ
イ
ト
ル
の
通
り
「
野
に
出
た
」
ク
ロ
ッ
ク
家
が
親
戚
ハ
ー
プ
シ
コ
ー

ド
家
の
棲
家
に
辿
り
着
き
、
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
が
ト
ム
・
グ
ッ
ド
イ
ナ
フ
に

挨
拶
す
る
場
面
で
終
わ
り
、
第
三
巻
『
川
を
下
る
小
人
た
ち
』（
一
九
五

九
）
も
三
人
が
野
生
児
の
小
人
ス
ピ
ラ
ー
の
案
内
で
表
題
通
り
「
川
を
下

る
」
途
上
ま
で
し
か
語
ら
れ
な
い
。
第
三
巻
の
最
終
章
は
例
外
的
に
通
し

番
号
で
は
な
く
「
終
章
」（Epilogue
）
と
題
さ
れ
て
い
て
、
フ
ァ
ー
バ
ン

ク
・
ホ
ー
ル
の
庭
師
ク
ラ
ン
プ
フ
ァ
ー
ル
と
ド
ラ
イ
ヴ
ァ
ー
夫
人
の
対
話

の
場
面
で
、
小
人
た
ち
が
川
を
下
る
の
を
目
撃
し
た
ク
ラ
ン
プ
フ
ァ
ー
ル

が
そ
れ
を
ド
ラ
イ
ヴ
ァ
ー
夫
人
に
は
言
わ
ず
に
置
く
こ
と
を
決
心
し
た
と

こ
ろ
で
幕
が
引
か
れ
る
。
第
四
巻
『
空
を
飛
ぶ
小
人
た
ち
』（
一
九
六
一
）

の
終
章
で
も
、
ク
ロ
ッ
ク
家
の
三
人
は
ス
ピ
ラ
ー
に
導
か
れ
て
次
の
安
全

な
棲
家
を
目
指
し
て
移
動
を
続
け
て
い
る
う
ち
に
終
止
符
が
打
た
れ
る
。

第
四
巻
の
最
終
章
に
は
か
つ
て
、
現
在
の
版
で
終
止
符
が
打
た
れ
て
い
る

箇
所
の
後
で
語
り
手
が
「
物
語
は
終
わ
ら
な
い
」
と
明
言
し
て
、
小
人
た

ち
の
物
語
は
ま
だ
続
い
て
い
る
が
「
私
が
知
る
の
は
こ
こ
ま
で
」
と
断
っ

た
上
で
、
小
人
以
外
の
（
普
通
の
人
間
の
）
登
場
人
物
の
そ
の
後
を
簡
単

に
要
約
す
る
「
終
曲
部
」
が
あ
っ
た
3
が
、
二
十
年
以
上
置
い
て
第
五
巻

『
復
讐
す
る
小
人
た
ち
（
小
人
た
ち
の
新
し
い
家
）』（
一
九
八
二
）
が
出
版

さ
れ
た
際
に
削
除
さ
れ
た
。
そ
の
第
五
巻
も
脚
に
障
碍
を
持
つ
小
人
の
画

家
ピ
ー
グ
リ
ー
ン
が
自
分
た
ち
の
身
の
安
全
に
対
し
て
疑
問
を
呈
す
る
科

白
で
途
切
れ
、
そ
の
後
の
プ
ラ
タ
ー
夫
妻
の
消
息
は
不
明
で
あ
る
旨
を
語

り
手
が
付
け
加
え
て
幕
引
き
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
小
人
の
物
語
（
に
限

ら
ず
あ
ら
ゆ
る
物
語
）
は
、
あ
る
時
点
で
語
り
手
が
語
る
の
を
中
止
す
る

だ
け
で
「
本
当
に
終
わ
る
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
、
こ
れ
ら
の
「
結

末
」
は
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
映
画
に
は
や
は
り
何
ら
か
の
明
白
な
結
末
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

原
作
の
第
一
巻
の
よ
う
に
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
ら
の
消
息
を
曖
昧
に
し
た
ま
ま

終
わ
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
映
画
で
は
許
さ
れ
な
い
。
と
は
言
え
続
編
も

含
め
て
『
床
下
の
小
人
た
ち
』
シ
リ
ー
ズ
は
「
終
わ
ら
な
い
物
語
」
で
あ
る
。

映
画
で
は
屋
敷
か
ら
逃
げ
出
し
た
三
人
が
（
第
三
巻
の
最
終
章
に
描
か
れ

て
い
る
よ
う
に
）「
川
を
下
る
」
場
面
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
お
そ

ら
く
絵
柄
と
し
て
も
物
語
が
続
い
て
い
る
こ
と
の
暗
示
と
し
て
も
、
考
え

ら
れ
る
限
り
最
も
優
れ
た
終
わ
り
方
で
あ
ろ
う
―
―
Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
一
九
九
二

年
に
『
床
下
の
小
人
た
ち
』
を
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
し
た
際
に
も
同
様
に
川

を
下
る
場
面
で
終
わ
っ
て
い
る
。
映
画
で
は
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
、
原
作

で
は
第
二
巻
第
十
章
で
初
登
場
す
る
ス
ピ
ラ
ー
を
、
森
で
負
傷
し
た
ポ
ッ

ド
を
助
け
る
と
い
う
挿
話
を
付
け
加
え
て
登
場
さ
せ
て
い
る
。
映
画
の
結

末
は
「
閉
じ
ら
れ
た
結
末
」
と
「
開
か
れ
た
結
末
」
を
両
立
し
た
も
の
で
あ

り
、
原
作
以
上
に
小
人
た
ち
の
安
全
な
未
来
を
確
信
さ
せ
る
も
の
に
な
っ

て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
『
借
り
ぐ
ら
し
の
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
』
の
企
画
・
脚
本
を
担
当
し
た
宮
崎

駿
は
、
こ
の
作
品
の
企
画
書
を
「
混
沌
と
し
て
不
安
な
時
代
を
生
き
る

人
々
へ
こ
の
作
品
が
慰
め
と
励
ま
し
を
も
た
ら
す
こ
と
を
願
っ
て
…
」
と
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い
う
言
葉
で
結
ん
で
い
る
（『
ジ
ブ
リ
の
教
科
書
』
二
七
、
五
五
）。「
混
沌

と
し
て
不
安
な
時
代
を
生
き
る
」「
滅
び
行
く
者
た
ち
」
が
夜
明
け
に
向
か

っ
て
川
を
下
る
こ
の
結
末
に
は
、
紛
れ
も
な
く
主
人
公
ら
の
未
来
に
対
す

る
楽
観
す
な
わ
ち
「
慰
め
と
励
ま
し
」
と
な
り
得
る
暗
示
が
あ
る
。
冒
頭

が
翔
の
回
想
の
語
り
か
ら
始
ま
る
と
い
う
事
実
も
、
素
直
に
解
釈
す
れ
ば
、

手
術
が
成
功
し
て
無
事
に
生
き
延
び
た
翔
が
大
伯
母
の
屋
敷
で
過
ご
し
た

夏
の
七
日
間
を
回
顧
し
て
語
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
一
方
で
、

原
作
も
ま
た
「
混
沌
と
し
て
不
安
な
時
代
」
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
だ

け
に
終
始
し
て
い
る
わ
け
で
は
無
論
な
く
、
い
ず
れ
の
巻
の
「
開
か
れ
た

結
末
」
に
お
い
て
も
（
第
五
巻
で
ピ
ー
グ
リ
ー
ン
は
悲
観
し
て
い
る
も
の

の
）
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
と
両
親
の
行
く
末
に
は
何
ら
か
の
希
望
が
暗
示
さ
れ

て
い
る
と
言
え
る

―
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
と
ス
ピ
ラ
ー
の
結
婚
も
仄
め
か

さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
巻
『
床
下
の
小
人
た
ち
』
の
原
題
はTh

e Borrow
ers

だ
が
映
画

の
タ
イ
ト
ル
は
『
借
り
ぐ
ら
し
の
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
』
で
あ
り
、
そ
の
英

題
は
英
国
版
がTh

e Borrow
er Arrietty

、
米
国
版
がTh

e Secret W
orld of 

Arrietty

で
、
脚
本
も
英
米
間
で
大
き
く
異
な
る
4
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
表

題
が
異
な
る
以
上
こ
の
映
画
は
小
説
の
映
画
化
と
言
う
よ
り
も
翻
案
あ

る
い
は
再
話
と
言
う
べ
き
作
品
な
の
か
も
知
れ
な
い

―
例
え
ば
英
国

版
の
タ
イ
ト
ル
の
下
に
は
（‘based on’ 

で
は
な
く
）‘inspired by M

ary 
N

orton’s ‘Th
e Borrow

ers’ [sic]’ 

と
書
か
れ
て
い
る
。
だ
が
、
タ
イ
ト
ル

も
設
定
も
大
き
く
異
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
小
説
の
重
要
な
主
題
は
映

画
で
も
忠
実
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
滅
び
行
く
者
た
ち
」
の

生
存
の
た
め
の
格
闘
を
、
確
か
な
希
望
を
暗
示
し
つ
つ
物
語
る
こ
と
の
み

な
ら
ず
、
小
人
た
ち
を
救
う
こ
と
の
出
来
な
い
非
力
な
弱
者
と
し
て
の
病

弱
な
少
年
が
、「
滅
び
行
く
者
た
ち
」
と
出
会
い
そ
の
境
遇
に
共
感
す
る

こ
と
を
通
し
て
、
自
ら
の
心
身
を
回
復
し
て
生
き
る
望
み
を
取
り
戻
す
過

程
を
描
く
こ
と
で
も
あ
る
。
映
画
で
は
別
れ
際
に
翔
が
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
に

「
君
の
お
蔭
で
生
き
る
勇
気
が
湧
い
て
来
た
」（1: 29: 28

）
と
言
っ
て
い

る
し
、
原
作
で
は
少
年
が
長
じ
て
立
派
な
軍
人
に
な
っ
た
（
そ
し
て
英
雄

的
な
戦
死
を
遂
げ
た
）
と
い
う
メ
イ
夫
人
の
証
言
（N

orton, 11

）
が
、
何

よ
り
も
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。『
借
り
ぐ
ら
し
の
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
』

も
ま
た
、
同
じ
く
米
林
監
督
に
よ
る
『
思
い
出
の
マ
ー
ニ
ー
』（
二
〇
一

四
）
と
並
ん
で
、
ア
ダ
プ
テ
イ
シ
ョ
ン
の
在
り
方
の
一
つ
の
模
範
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。

註1 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
詳
細
は
拙
著
『
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
歴
史
的
危

機

―
英
国
児
童
文
学
の
黄
金
時
代
』（
彩
流
社
、
二
〇
〇
三
）
と
『
フ

ァ
ン
タ
ジ
ー
と
英
国
文
化

―
児
童
文
学
王
国
の
名
作
を
た
ど
る
』（
彩

流
社
、
二
〇
一
九
）
そ
れ
ぞ
れ
の
序
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。

2 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
『
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
歴
史
的
危
機
』
お
よ
び
『
フ

ァ
ン
タ
ジ
ー
と
英
国
文
化
』
の
序
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。

3 
N

orton, T
he Borrow

ers Aloft (London: J. M
. D

ent &
 Sons, 

1975), pp. 153‒154.



『床下の小人たち』と『借りぐらしのアリエッティ』

129

4 
英
語
版
『
借
り
ぐ
ら
し
の
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
』
の
二
つ
の
ヴ
ァ
ー

ジ
ョ
ン
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
英
国
の
児
童
文
学
研
究
家
キ
ャ

サ
リ
ン
・
バ
ト
ラ
ー
氏
の
優
れ
た
論
考
が
あ
る
の
で
参
照
さ
れ

た
い
。C

atherine Butler, ‘Arrietty C
om

es H
om

e: Studio G
hibli’s 

Th
e Borrow

er Arrietty and its English-language D
ubs’, Annals of Th

e 
Institute for C

om
parative Studies of C

ulture, 80 (C
ardiff: U

niversity 
of C

ardiff, 2019), pp. 57‒71.
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